
消費税の還付には時間
がかかることがある
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1600億円 100人枠

3年連続で猛暑の予報3年連続で猛暑の予報

気象予測と経済の結びつき気象予測と経済の結びつき

暑さが勤務環境にも影響暑さが勤務環境にも影響

❖2025年の夏、4つの特徴
1近年比較ではかなり暑い夏
2昨年より梅雨入りと明けが早い
3夏の前半から台風の発生が多い
4秋にかけても厳しい残暑

（日本気象協会）
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2025年も猛暑の予報

売上の増加を見込んで仕入をしたものの、
大量の在庫が残ってしまった。新たに機械設
備を導入したが、まだ本格稼働していない。
思いのほか多額の修繕費がかかってしまった
――こうした事情から、支払った消費税の還
付金を資金繰りの一助として見込んでいる事
業主は少なくありません。
消費税は「売上にかかる消費税額」から「仕
入等にかかる消費税額」を差し引いて計算
し、「仕入等にかかる消費税額」の方が多い場
合、その差額が還付されます（免税事業者や
簡易課税制度を選択している事業者は除き
ます）。しかし、近年は不正な消費税還付が問
題視されていることもあり、税務署の審査は
いっそう厳格になっています。
還付申告の場合には、通常の確定申告書
等に加えて「還付申告に関する明細書」の提
出が必要です。また、消費税科目別区分表や
固定資産の請求書・領収書の提出を求められ
る場合もあります。
たとえ還付金額が少額であっても、申告内
容に疑いがあれば、還付は保留され、予想以
上に時間がかかったり、税務調査に移行する
ことがあります。ご留意ください。

（監修：大和税理士・社会保険労務士事務所）

4月13日に開幕し
た大阪・関西万博。
会場内「EXPO2025 
WEST郵便局」の、あるサービスが人
気を集めている。「20年後の自分」か
ら手紙が届くという趣向で、1日約100
人の枠は連日完売という。

塩野義製薬は、日本た
ばこ産業（JT）子会社の
鳥居薬品を買収する
と発表。総額約1600
億円をかけて完全子会社化。JTの持
つ創薬基盤を活用し、創薬型製薬会
社としての強みをより進化させる。
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25年夏の概況は、早くから真夏の
暑さで、降水量は平年並みか多い見
込み。太平洋高気圧の張り出しが強
まり、蒸し暑く不快な暑さに。梅雨の
晴れ間は例年以上に厳しく、最高気
温が35℃以上の猛暑日も増え、6～8
月の気温は、全国的に平年を上まわ
ります。原因のひとつは「ラニーニャ
現象（東太平洋の海面水温が平年より低く
なる）」で、今年も冬は寒く、夏が猛暑
という傾向が該当します。

猛暑による影響は屋外や高温環
境で働く人々に大きく、熱中症によ
る死亡災害は昨年まで3年連続で30
人以上、他の労働災害の5～6倍のリ

スク（厚生労働省）。公共事業では猛暑
日を「作業不能日」にする動きもあ
り、厚労省は6/1から労働安全衛生
規則を改正し、熱中症対策を本格
化。31℃以上で長時間（4時間以上）作
業を行う場合、早期発見体制や重篤
化防止策が義務化され、違反すると
罰則（6カ月以下の懲役または50万円以下）
となります。

気象は経済にも大きな影響を与
えます。ビールやアイスクリームの売
り上げは気温1℃で変動し、冷房利
用でエネルギーコストも上昇。日本
気象協会によると、全産業の3分の1
が天候リスクに直面し、「気象予測」
は物理学的に未来を予測できる要
素として、ビジネスに不可欠として
います。前年実績をベースに生産計
画を立てるよりも、気象予測に基づ
いた計画を立てることで、廃棄ロス
や機会ロスを減らすことが可能。例
えば今夏なら、製造業では、顕著な
高温であった前年に比べると気温
はやや低めなため、夏商材の需要
の違いに注目。小売業では、夏の需
要は週ごとに変化、暑さを避けるた
めの外出控えや大雨による客足へ
の影響が大きいと指摘しています。

2023･24年の夏は記録的な猛暑となり、25年の今年も猛暑の予報。
近年の気象の変化はビジネスにも大きな影響を与え、その予測に注目が
集まります。気象予測の現状とは――
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印刷プロセスに熱を使わない低消費電力設計でオフィスの省エネを実現
デュプロのインクジェット複合機
印刷プロセスに熱を使わない低消費電力設計でオフィスの省エネを実現

オフィスの出力環境を  　 
見 しませんかえる化

御社の消費電力データを収集

レポートを提出

デュプロではワットチェッカーによる電力測定サービスを行っています。 
プリンタ・複合機などのオフィス機器は、想定以上の電力を消費している場合があります。 

 によって、とくにレーザー方式の機器では、　
電力消費量が急増するケースが少なくありません。

印刷枚数の多さ 印刷頻度の高さ

デュプロでは、ワットチェッカーを用いて実際の電力使用量を可視化し、
お客様の環境に合わせたレポートを作成・ご提出いたします。 料金 計測C0₂

ワットチェッカー

料金 計測C0₂

ワットチェッカー

● 消費電力の効率が高い
● 交換部品点数が少ないシンプル構造
●ウォームアップ不要、すぐにプリントできる
●プリントヘッドの劣化が少なく長期間交換不要

レーザー方式と比べて

● 消費電力
● 積算電力量
● 積算電力料金
● 積算時間
● CO₂排出量

※取り付けるワットチェッカーの画像はイメージです。

本社 〒530-8535 大阪府大阪市北区東天満1-11-19　
TEL06-6352-0551 FAX06-6352-1214 HP https://www.duplo.co.jp

大 阪 支 店
滋賀営業所
京 都 支 店

大阪市北区東天満1-11-19 
粟東市北中小路421-1
京都市南区十条通旧千本角

〒530 -8535
〒520 -3037
〒60 1-8108

TEL06-6352-7101
TEL:077-554-8201
TEL:075-662-3141

阪 和 支 店 和歌山市東高松3-9-4〒641 -0052 TEL:073-446-8131

神 戸 支 店 神戸市兵庫区塚本通4-3-14〒652 -0804 TEL:078-579-3800
姫路営業所
岡 山 支 店
広 島 支 店
山口営業所

姫路市北条1-283
岡山市北区上中野1-19-39
広島市西区南観音5-14-6
山口市小郡高砂町5-6

〒670 -0947
〒700 -0972
〒733 -0035
〒754 -0014

TEL:079-282-8311
TEL:086-243-2151
TEL:082-295-0022
TEL:083-973-1561

奈 良 支 店 奈良市北之庄西町1-2-1〒630 -8452 TEL:0742-50-3300

【個人情報の取扱いについて】https://www.duplo.co.jp/ にて公表しております。【個人情報保護管理責任者】デュプロ株式会社　総務部 部長【お問い合せ先】情報管理課　中島　0120-88-6227
202506

サービスに関するお問い合わせはこちら

貢献できること
電力コスト削減
CO２排出量削減

お電話・メール・訪問でのご説明、
デモのご依頼を承っております。
お電話・メール・訪問でのご説明、
デモのご依頼を承っております。

ワットチェッカーで
確認可能な内容

ワットチェッカーを一定期間つけるだけ

https://www.duplo.co.jp/inquiry/

